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雲
南
会
の
皆
様
に
は
平
素
よ
り
我
ら
が
母
校
三

刀
屋
高
校
に
対
し
て
物
心
両
面
に
わ
た
っ
て
多
大

な
る
ご
協
力
を
頂
き
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
中
国
で
発
生
し
た
と
さ
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
で
私
た
ち
が
今
ま
で
経

験
を
し
た
こ
と
の
な
い
ほ
ど
社
会
が
混
乱
し
た
ま

ま
、
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
は
全
世
界

で
感
染
者
が
一
億
人
を
超
え
た
状
況
で
第
二
次
緊

急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
、
ま
す
ま
す
混
迷
の
度

合
い
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
中
で
雲
南
市
は
幸
い
コ
ロ
ナ
感
染

が
比
較
的
少
な
い
ま
ま
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
状
態
が
続
く
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
し
て
い
ま
す
。

　

三
刀
屋
高
校
は
昨
年
春
の
全
国
一
斉
休
校
後
は

通
常
に
近
い
授
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

生
徒
に
と
っ
て
高
校
生
活
の
一
番
思
い
出
に
残
る

イ
ベ
ン
ト
、
ク
ラ
ブ
活
動
に
は
大
き
な
制
約
が
か

松
原
俊
博

　
　
　
　
　
　
　（
十
八
期
）

雲
南
会
会
長

け
ら
れ
、
心
か
ら
楽
し
め
な
か
っ
た
こ
と
を
本
当

に
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

又
、
各
地
で
行
わ
れ
る
雲
南
会
の
総
会
は
取
り

や
め
に
な
っ
た
と
こ
ろ
が
多
く
、
卒
業
生
同
士
の

出
会
い
も
少
な
く
な
り
、
寂
し
い
思
い
を
し
て
お

ら
れ
る
皆
様
も
多
い
と
考
え
ま
す
。
昨
年
か
ら
雲

南
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
り
ま
し
た
の
で
多
く

の
会
員
に
積
極
的
に
利
用
し
て
も
ら
い
、
交
流
を

深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
コ
ロ
ナ
が
ど
う
い
う
形
で
収
束
す
る
の
か

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
れ
ば

多
少
は
落
ち
着
く
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
と
一
緒
に
こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
て
、

「
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
」
を
合
言
葉
に
雲
南
会
の
ま

す
ま
す
の
活
躍
、
賑
わ
い
を
つ
く
り
だ
し
て
い
け

た
ら
良
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

三
刀
屋
高
校
に
と
っ
て
創
立
百
周
年
記
念
事
業

が
令
和
六
年
に
迫
っ
て
お
り
ま
す
。
本
当
に
厳
し

い
状
況
の
中
で
実
質
準
備
期
間
二
年
間
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
雲
南
会
の
総
力
を
あ
げ
て
、
記
憶
に
残

る
素
晴
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

会
長
挨
拶

　

年
明
け
間
も
な
く
発
令
さ
れ
た
緊
急
事
態
宣
言

が
い
ま
だ
続
い
て
い
ま
す
。
雲
南
会
総
会
を
は
じ

め
各
期
、
各
支
部
の
懐
か
し
い
集
い
が
叶
わ
な
か
っ

た
一
年
で
し
た
が
、
笑
顔
で
お
目
に
か
か
れ
る
日

を
楽
し
み
に
、
雲
南
の
地
か
ら
皆
様
の
ご
健
勝
を

お
祈
り
し
ま
す
。

　

昨
年
三
月
、
感
染
の
急
拡
大
に
伴
い
「
全
国
一

斉
休
校
」
が
報
道
さ
れ
、
一
時
は
卒
業
式
の
実
施

さ
え
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
。
雲
南
会
入
会
式
も
急
遽

中
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
会
長
様
は
じ
め
心

待
ち
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
は
誠
に
申
し
訳

な
い
こ
と
で
し
た
。
卒
業
式
は
在
校
生
・
来
賓
の

参
列
な
し
と
い
う
前
例
の
な
い
形
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
総
合
学
科
十
四
期
生
・
百
五
十
二
名
を
無

事
送
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

四
月
に
は
晴
れ
て
百
三
十
四
名
が
入
学
。
し
か

し
、
直
後
に
一
斉
休
校
が
始
ま
り
、
教
育
活
動
の

変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
何
よ
り
、
部
活

動
に
励
む
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
最
大
の
目
標
で
あ

る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
甲
子
園
、
高
総
文
祭
や
、
そ

こ
に
繋
が
る
県
大
会
が
悉
く
中
止
と
な
っ
た
時
は

か
け
る
言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
中

で
も
前
を
向
き
、
為
す
べ
き
こ
と
に
力
を
尽
く
す

三
高
生
の
姿
に
は
い
つ
も
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。
特

に
夏
以
降
に
開
催
さ
れ
た
各
部
の
「
代
替
大
会
」、

最
大
行
事
の
三
高
祭
で
は
三
年
生
中
心
に
す
べ
て

を
吹
き
飛
ば
す
か
の
よ
う
な
勇
姿
と
団
結
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
成
功
裏
に
終
え
た
こ
と
以
上
に
、

彼
ら
の
言
葉
「
苦
労
し
て
大
会
を
開
い
て
く
だ
さ
っ

た
方
々
に
感
謝
し
た
い
」「
会
場
に
入
れ
な
く
て
も

多
く
の
人
に
応
援
し
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
を

知
っ
た
」
こ
れ
が
何
よ
り
の
収
穫
だ
と
思
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
や
ご
寄
付
を
は
じ
め
、
災
禍
の
中

で
頂
戴
し
た
お
志
に
対
し
て
、
い
つ
か
我
々
な
り

の
形
で
お
返
し
で
き
る
日
が
来
る
こ
と
を
信
じ
て

い
ま
す
。

　

再
び
春
が
や
っ
て
き
ま
す
。
新
天
地
に
夢
を
抱

き
邁
進
す
る
三
年
生
、
次
代
を
担
う
下
級
生
に
こ

れ
か
ら
も
ご
声
援
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

ご
挨
拶

倉
崎
千
草

校
長
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三高雲南会会報

　８月27日（木
）～ 29日（土）に行

われた三

高祭は統一テーマ
「Maximum」～三

高生の最大

幸福～のもとに行
われました。新型

コロナウイ

ルス感染症の影響
の中、生徒会執行

部が中心と

なって企画、運営
を行いました。保

護者入場の

人数制限、感染症
対策、熱中症対策

を行いなが

ら文化祭１日目に
は１年生によるク

ラス紹介動

画、文化部の発表
、２日目には体育

館で生徒会

企画、クラス展示
、ピロティで保護

者によるパ

ンの販売が催され
賑わいを見せてい

ました。

　３日目の体育祭
は猛暑に負けず、

勝利を目指

し、競技、応援合
戦を繰り広げまし

た。

　新型コロナウイルス感染症の影響で総会が中止と
なったため、本校にて普通科 32 期と 51 期より特別
寄付の贈呈式が行われました。

　新型コロナウイルス感染症拡大の影響に
より、学校行事も変化をしています。密を
避けるため、教室内で行われる「オンライ
ンでの行事」が多くなりました。始業式、
生徒会立会演説会、交通安全講話などの行
事がオンラインで行われました。今後も、
様々な行事がオンライン化されていくこと
が予想されます。

特別寄付
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（１）令和元年度合格者数 主な合格校
国
公
立
大
学

30
（2）

看護・医療・
福祉系専門

（２）就職概況

国 公 立 大

島根大（法文3、教育4、人間科学1、看護1、総合理工1）、広島大（文1）、愛媛大（農1）、
島根県立大（地域文化3、保育教育2、看護3、総合政策3）、神戸市外国語大（国際関係1）、
公立鳥取環境大（環境1）、尾道市立大（経済情報1）、下関市立大（経済1）、
高知工科大（システム工1、情報1、環境理工1）

私　立　大

青山学院大、東京薬科大、常葉大、中京学院大、同志社大、同志社女子大、花園大、明治国際医療大、
龍谷大、大阪商業大、大阪人間科学大、関西外国語大、近畿大、千里金蘭大、関西国際大、
神戸学院大、神戸親和女子大、神戸常盤大、鳥取看護大、岡山理科大、川崎医療福祉大、吉備国際大、
くらしき作陽大、山陽学園大、就実大、中国学園大、美作大、比治山大、広島経済大、広島工業大、
広島修道大、広島都市学園大、広島文化学園大、広島文教大、福山大、福山平成大、安田女子大、
東亜大、四国大、松山大、九州共立大、久留米大、福岡大

公私立短大
島根県立大短期（保育3、総合文化3）、倉敷市立短大（保育1）、大阪健康福祉短大［松江］、
京都外国語短大、大阪芸術大短期、関西女子短大、神戸女子短大、湊川短大、武庫川女子大短期、
鳥取短大、美作大学短期、山陽女子短大、安田女子短大

島根県立石見高等看護学院、広島県立三次看護専門、浜田医療センター附属看護学校、
米子医療センター附属看護学校、松江総合医療専門、島根県歯科技術専門、
島根リハビリテーション学院、出雲医療看護専門、トリニティカレッジ出雲医療福祉専門、
ＹＭＣＡ米子医療福祉専門、ＭＳＨ医療専門、尾道市医師会看護専門、山口コ・メディカル学院

専 門 学 校
ほか

山陰中央専門大学校、松江栄養調理製菓専門、松江総合ビジネスカレッジ、松江理容美容専門、
東京ビューティー＆ブライダル専門、日本デザイナー学院、ＥＣＣアーティスト美容専門、
大阪デザイナー専門、ビジュアルアーツ専門、広島コンピューター専門、広島製菓専門、
広島ビューティー＆ブライダル専門、広島美容専門、島根職業能力開発短大、
島根県立東部高等技術校、延世大学語学堂

令和元年度「雲南会活動協賛金」ご報告
R２年３月31日現在

289名　724,706円
　振り込みをいただきました協賛金は令和２年度
の会計に繰り入れ、活動経費に充てさせていただ
きました。ご協力いただいた方には芳名録（別
紙）への掲載によってお礼にかえさせていただき
ます。ありがとうございました。今後も引き続き
活動協賛金を募りますのでご協力をお願いしま
す。

私
立
大
学

94
（3）

公
立
短
大

7

私
立
短
大

15

看
護・医
療・福
祉

20

各
種
専
門

21

大
学
校
等

5

民
間
就
職

23

公
　
務
　
員

5

進
学
準
備
等

2

合
　
　
計

222

②公務員合格者（令和元年度）
人数採　用　種　別

国家公務員行政
裁判所事務官
島根県警察官
自衛隊（一般曹候補生）
自衛隊（自衛官候補生）

1
1
1
1
1

①就職内定先（令和元年度）（県内）
企　　業　　名

株式会社　出雲村田製作所
協栄金属工業　株式会社
飯石森林組合
有限会社　大原住建
株式会社　コスモス薬品
島根県農業協同組合　雲南地区本部
株式会社　デルタ・シー・アンド・エス
株式会社　長楽園
日本郵便株式会社　中国支社
はっとり珈琲　株式会社
パナソニックソーラーシステム製造株式会社
有限会社　日登工業
ホシザキ株式会社　島根工場
有限会社　堀江クレーン

（県外）
企　　業　　名

医療法人　仁康会
株式会社　ハニーズ

有限会社　松の湯
株式会社　丸八ポンプ製作所
出雲かんべの里

令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
大
会
が
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
の

運
動
部
・
文
化
部
の
活
躍
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

部
活
動
特
集

三
刀
屋
高
校

　

今
年
度
の
雲
南
会
総
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

中
止
と
な
り
、
８
月
23
日
（
日
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
役
員
会
の
み
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
支
部
の
活
動
も
自
粛
と
な
り
、
様
々
な
と
こ
ろ
に

影
響
が
出
て
い
ま
す
。
今
年
度
、
雲
南
会
事
務
局
に
本
間
達
也
教
頭
、

梅
木
啓
之
事
務
長
、
周
藤
雅
教
諭
が
加
わ
り
、
４
年
後
に
迎
え
る
百
周

年
記
念
事
業
に
向
け
て
事
務
局
一
同
準
備
を
進
め
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

支
部
総
会
、
支
部
活
動
の
様
子
を
雲
南
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
す
の
で
情
報
提
供
を
三
刀
屋
高
校
内
雲
南
会
事
務
局
（
代
表
０
８
５

４－

４
５－

２
７
２
１
）
ま
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
会
報
で
す
が
、
経
費
の
都
合
上
今
回
は
偶
数
期
卒
業
ま

た
は
協
賛
金
を
ご
納
付
い
た
だ
い
た
方
の
み
発
送
し
て
い
ま
す
。
次
年

度
は
奇
数
期
卒
業
の
方
・
協
賛
金
を
納
付
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
発
送

す
る
予
定
で
す
の
で
何
卒
ご
理
解
の
ほ
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
９
月
、
普
通
科
20
期

様
よ
り
、
卒
業
50
周
年
に
際

し
、
本
校
に
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
関

連
の
品
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
ア
ー

ム
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
ホ
ル
ダ
ー

と
三
脚
、
ア
ッ
プ
ル
ペ
ン
シ

ル
11
本
、
電
波
時
計
）
を
購

入
し
、
授
業
や
探
究
学
習
に

活
用
し
て
い
ま
す
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

進学・就職状況

掛合・吉田・飯南支部 三刀屋支部

温泉支部 木次支部 斐伊支部

合格延べ数（　）内は過年度卒

県
大
会
　

【
運
動
部
】

７
月　

陸
上
競
技
部

　
　
　
　

島
根
県
高
等
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会（
浜
山
公
園
陸
上
競
技
場
）

　
　
　
　
　

男
子
棒
高
跳　

３
年　

吉
川
優
斗　

第
４
位

　
　
　
　

島
根
陸
上
競
技
選
手
権
大
会　
（
松
江
市
営
陸
上
競
技
場
）

　
　
　
　
　

男
子
棒
高
跳　

３
年　

吉
川
優
斗　

第
４
位

　
　
　

野
球
部

　
　
　
　

島
根
県
高
等
学
校
夏
季
野
球
大
会

（
県
立
浜
山
公
園
野
球
場
・
松
江
市
営
野
球
場
）

　
　
　
　
　

第
３
位

　
　
　

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

　
　
　
　

島
根
県
高
等
学
校
夏
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会（
市
営
大
東
野
球
場
）

　
　
　
　
　

優
勝

　
　
　

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

　
　
　
　
島
根
県
高
等
学
校
夏
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会（
加
茂
中
央
公
園
野
球
場
）

　
　
　
　
　

第
２
位

10
月　

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

　
　
　
　

島
根
県
高
等
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会（
県
立
浜
山
少
年
球
場
）

　
　
　
　
　

優
勝

　
　
　

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

　
　
　
　

島
根
県
高
等
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会（
県
立
浜
山
球
場
）

　
　
　
　
　

優
勝

　
　
　

柔
道
部

　
　
　
　

島
根
県
高
等
学
校
新
人
柔
道
大
会
（
県
立
武
道
館
）

　
　
　
　
　

男
子
１
０
０
ｋ
ｇ
級　

１
年　

川
嶋
康
生　

第
３
位

１
月　

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　
　
　
　
島
根
県
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会（
松
江
総
合
体
育
館
）

　
　
　
　
　

ベ
ス
ト
８

１
月　

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　
　
　
　

島
根
県
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
新
人
大
会（
江
津
市
民
体
育
館
）

　
　
　
　
　

ベ
ス
ト
８

【
文
化
部
】

10
月　

写
真
部

　
　
　
　

令
和
２
年
度
高
文
連
秋
季
写
真
コ
ン
ク
ー
ル（
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲
）

　
　
　
　
　

特
選　

２
年　

梅
木
愛
香　
　

清
水
茄
奈　
　

鶴
西
和
夏

　
　
　

演
劇
部

　
　
　
　

第
44
回
島
根
県
高
等
学
校
演
劇
発
表
会
（
島
根
県
民
会
館
）

　
　
　
　
　

最
優
秀
賞
（
中
国
大
会
出
場
権
獲
得
）

11
月　

文
芸
部

　
　
　
　
島
根
県
高
文
連
文
芸
専
門
部
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
（
矢
上
交
流
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
《
俳
句
部
門
》　

優
秀
作
１
位　

２
年　

奥
野　

凜

中
国
大
会
　

11
月　

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

　
　
　
　

中
国
高
等
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会

　
　
　
　
　

１
回
戦　

三
刀
屋　

４－

３　

市
立
呉
（
広
島
）

　
　
　
　
　

準
決
勝　

三
刀
屋　

１－

20　

高
梁
（
岡
山
）　

第
３
位

　
　
　

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

　
　
　
　

中
国
高
等
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会

　
　
　
　
　

１
回
戦　

三
刀
屋　

７－

０　

下
関
短
大
附
（
山
口
）

　
　
　
　
　

準
決
勝　

三
刀
屋　

３－

14　

鳥
取
城
北（
鳥
取
）
第
３
位

　
　
　

文
芸
部

　
　
　
　

高
校
生
文
芸
道
場
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
（
山
口
大
会
）

　
　
　
　
《
俳
句
部
門
》　

最
優
秀　

２
年　

奥
野　

凜

12
月　

演
劇
部

　
　
　
　

中
国
地
区
高
等
学
校
演
劇
発
表
会

　
　
　
　
　

中
国
高
等
学
校
演
劇
協
議
会
会
長
賞

全
国
大
会
　

【
運
動
部
】

３
月

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

　
　
　
　
全
国
高
等
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
大
会
出
場（
和
歌
山
県
紀
の
川
市
）

３
月

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

　
　
　
　
全
国
高
等
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
大
会
出
場（
栃
木
県
大
田
原
市
）

【
文
化
部
】

８
月　

演
劇
部

　
　
　
　

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
出
場（W

EB

開
催
）（
島
根
県
民
会
館
）

11
月　

Ｊ
Ｒ
Ｃ
部

　
　
　
　

青
少
年
国
際
交
流
事
業
（
日
本
赤
十
字
島
根
県
支
部
）

温　泉

木　次

斐　伊

三刀屋

温泉交流センター

八日市交流センター

斐伊交流センター

掛合交流センター

三刀屋交流センター

２０人

９人

１１人

１８人

１２人

8月29日（土）
18：30～

9月28日（月）
18：30～

10月3日（土）
19：00～

10月10日（土）
18：30～

11月21日（土）
10：00～

支部名 日　時 会　　場 参加人数

支部総会一覧表

掛合・吉田
飯南

中央右　　　　事務長　　　梅木　啓之（普33期）
中央左　　　　教頭　　　　本間　達也（普35期）地歴（公民）
右から２人目　主任　　　　三島　恵子（普36期） …………… 庶務
左から２人目　ＰＴＡ職員　舟木美代子（普41期） …………… 会計
左端　　　　　教諭　　　　細木　竜次（普43期）保健体育 … 事務局長
右端　　　　　教諭　　　　周藤　　雅（普44期）数学 ……… 事務局次長

　男子ソフトボール部の大橋優也君が令和元年
度男子U18 日本代表（16 名）に選出され、2020
年２月 22 日（土）～３月３日（火）にニュージー
ランド・パーマントンノースで開催された U18
ワールドカップに出場しました。
　大橋優也君は、大会を通して主に「２番セン
ター」として試合に出場し、20打数７安打２本
塁打の活躍で日本チームを世界一に導きまし
た。

《大会結果》
　【オープニングラウンド】
　　５勝０敗　１位通過
　【スーパーラウンド】
　　５勝０敗　１位通過
　【決勝戦】
　　日本９－２オーストラリア　

　また、U18 ワールドカップ優勝を評価され、ス
ポーツ庁「国際競技大会優秀者表彰」、「第 32 回
山陰中央新報社スポーツ優秀選手賞」、「島根県
スポーツ功労者表彰」、「島根県高体連特別優秀
選手賞」、「岸清一地域スポーツ表彰」を受賞いた
しました。

WBSC第13回男子ソフトボール

U18ワールドカップ
日本代表に選出され、世界一に。

雲南会事務局紹介

寄
付

事務局便り

優勝




